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プレスリリース 

京⼤病院、働き⽅改⾰に伴う研究⼒維持・強化を⽬的とした 
AI 英語論⽂執筆⽀援ツールを導⼊ 

2024 年 10 ⽉ 1 ⽇ 
京都⼤学医学部附属病院 先端医療研究開発機構（iACT） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【概要】 

⼤学教員の約 8 割が研究時間の不⾜を認識しており、そのなかで犠牲にせざるを得なか
ったものとして「論⽂等の成果物の作成・公表」が最も多いと報告されています 1）。また、
働き⽅改⾰の本格導⼊に伴い、論⽂執筆などの研究に影響を与える割合が増加すると報告
され、その対応として効率化を図るための ICT 化の推進の必要性が掲げられています 2）。 

そこで、当院の臨床研究⽀援組織である iACT では本年 6 ⽉より AI を活⽤した英語論⽂
執筆⽀援ツール「Paperpal™」の導⼊に向けたトライアルを実施してまいりました。その結
果、80％を超える研究者から「今後も使⽤したい」、「作業効率化に寄与した」などの回答を
いただきました。 

iACT の使命である「医学研究の成果をできるだけ早く、また確実に患者さんのもとへ届
ける」を果たすには、研究実施の⽀援のみならず論⽂化という研究のアウトプットも重要と
考えております。以上より、アンケート結果を踏まえて 10 ⽉ 1 ⽇より「Paperpal™」を本
格導⼊する運びとなりました。 

本導⼊により、英⽂校正や翻訳にかかる時間が短縮でき、研究者は研究活動により多くの
時間を割くことが可能になります。また、AI による標準化された校正・翻訳が⾏われるこ
とで、論⽂の質の向上、さらには、国際的な⼀流学術誌に採択される可能性が⾼くなること
が期待され、その成果を患者さんのもとへより還元することに⼤きく寄与すると考えられ
ます。 

 
当院では引き続き、新しい医療の開発と実践を通して社会に貢献してまいります。 

 
 

【発表のポイント】 
京都⼤学医学部附属病院 先端医療研究開発機構（以下、iACT）は、令和 6 年 10 ⽉ 1
⽇より AI を活⽤した英語論⽂執筆⽀援ツール「Paperpal™」の運⽤を、京都⼤学医学
部附属病院（以下、当院）内の研究者に対して開始します。 
この取り組みは、当院の研究⼒強化を⽬的としたものであり、働き⽅改⾰に伴い研究者
が研究に割ける時間が減少する状況においても、研究に取り組みやすい環境を整備する
⼀環になります。 
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1）科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP 定点調査 2023）, ⽂部科学省 科学技
術・学術政策研究所 
https://www.nistep.go.jp/research/science-and-technology-system/nistep-teiten-survey 
2）⼤学病院の医師の働き⽅改⾰に関するアンケート結果, 令和 6 年 9 ⽉ 11 ⽇⼀般社団法
⼈ 全国医学部病院⻑会議 
https://ajmc.jp/wp/wp-content/uploads/2024/09/20240911_1_press.pdf 
 
【本件に関するお問い合わせ先】 
 ●京都⼤学医学部附属病院 先端医療研究開発機構 
 担当：戦略・広報室 
 MAIL：spr_crt@kuhp.kyoto-u.ac.jp 


